来たかず 枝 はすつ と龃け 寄リ、 

「あたしに 叩かせて。 あたしが、 おばさん を 起す の 

よご 手柄 を 争う 子供 に似ていた。 

宿の 老夫婦 は、 おどろいた。 ^わば、 静かに あわて 

ていた。 

嘉七 は、 ひとり さっさと 二階に あがって、 まえのと 

しの 夏に 募した 部屋に はいり、 電燈の スィッチ を ひ 

ねった。 かず枝の 声が 聞え て 来る。 

「それが ねえ、 おばさんの とこに 行こう つて、 きかな 

いのよ。 芸術家って、 子供ね ご 自身の 嘘に 気がついて 

いないみ たいに、 はしゃい でいた。 東京 は セル、 を ま 



展開した。 

「もはや、 ゆうよ はならん、 ね ご 嘉七 は、 陽気 を 装う 

て 言った。 

「ええ ご かず枝 は、 まじめに うなずいた。 

路の 左側の 杉林に、 嘉七 は、 わざと ゆっくり はいつ 

ていった。 かず枝 も つづいた。 雪 は、 ほとんど なかつ 

た。 落葉が 厚く 積って いて、 じめじめ ぬかった。 かま 

， J うば い 

わず、 ずんずん 進んだ。 急な 勾配 は 這 つての ぼつ た。 

死ぬ ことに も 努力が 要る。 ふたり 坐れ る ほどの 草原 を、 

やっと 捜し当てた。 そこに は、 すこし 日が 当って、 泉 

もあった。 



知っていた。 そっと 自分の からだ を 崖の ふちまで 移動 

させて、 兵 古 帯 を ほどき、 首に 巻きつけ、 その 端 を 桑 

に 似た 幹に しばり、 眠る と 同時に 崖から 滑り落ちて、 

そうして くびれ て 死ぬ る、 そんな 仕掛けに して 置いた _ 

まえから、 そのために 崖の うえのこの 草原 を、 とくに 

選定した ので ある。 眠った。 ずるずる 滑って いるの を 

かすかに 意識した。 

寒い。 眼 を あいた。 まっくらだった。 月 かげが こぼ 

れ 落ちて、 ここ は 9 はっと 気附 いた。 

おれ は 生き残った。 

のどへ 手 を やる。 兵 古 帯 は、 ちゃんとから みついて 



かず枝 は、 安楽そう に 眠り こけて いた。 深夜の 山の 

杉の 木 は、 によき によき 黙って つつ 立って、 尖った 針 

の 梢に は、 冷い 半月が かかって いた。 なぜか、 涙が 出 

た。 しくし く 嗚咽 を はじめた。 おれ は、 まだまだ 子供 

だ。 子供が、 なんで こんな 苦労 をし なければ ならぬ の 

ゝ o 

力 

突然、 傍の かず枝が、 叫び 出した。 

「おばさん。 いたいよう。 胸が、 いたいよ うご 笛の 音 

に似ていた。 

き よ うが く 

嘉七 は驚駭 した。 こんな 大きな 声 を 出して、 もし、 

ふもと 

誰か 麓の 路を 通る ひとに でも 聞かれたら、 たまった 



い、 と 言い、 結局、 かず枝 は、 また 自動車で 谷川 温泉 

へ かえり、 おばさんに、 よその 温泉 場で 散歩して 転ん 

で、 着物 を 汚した とか、 なんとか 下手な 噓を 言って、 

嘉 七が 東京に さきに かえ つ て 着換えの 着物と お金 を 

持って また 迎えに 来る まで、 宿で 静養して いる、 とい 

う - J とに 手 害が きま つ た。 嘉七 の 着物が かわい たので、 

嘉七は ひとり 杉林から 脱け て、 水上の まちに 出て、 せ 

んべ いと キャラメルと、 サ イダ ー を 買い、 また 山に 引 

きかえして 来て、 かず枝と 一緒にた ベた。 かず枝 は、 

サ イダ ー を 一 口 のんで 吐いた。 

暗くなる まで、 ふたりで いた。 かず枝が、 やっと ど 
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